










では､村上の　(原風景)　である｢基地の街｣が彼にとってどのような意味を持つーボス ったかを検証す ｡村上にとって　｢基地の街｣とは､アメリカ 日本の間 横たわる支配/被支配という非対称的な力関係がリアルに露出する空間であるがゆえに､そうした力関係が巧妙に隠蔽され
ようとしている日本社会のあり方を相対化する根拠ともなるトポスであったと思われる｡『69』　『村上龍映画小説集山
『限りなく透明に近いブルー』　といった六〇年代後半から








ねることで　(母 ) の欲望に目覚めてい-｡そし ､神経化学兵器｢ダチエラ｣をキクが東京に投擬し､その　(母殺し)を完遂したとき､一方のハシもまた自身 求めていた｢母親の心臓の音｣を発見すること 　(身体) の全体性を回復し(母探し)　に成功してい- だ｡論者は村上が青春期を過ご た六〇年代後半から七〇年代前半は､核家族化の急速な進行により､(母)　が制度と一体化した ｢管理者｣としての役割を担い始めたことで､家庭が社会からのシェルターとしての役割を失い社会的規範を教化 場へと全面的に変容 た時期であると考えているが､つま-､コインロッカー いう子 閉じ込める鉄の　(母胎) のイメージによって語られる都市を破壊 たとき再生する少年達の姿を措いたこの作品は､まさに､学校や企業といった大きなものとの一体化を通して内部にすべてを囲い込もう
とする日本社会と　(対立)することで際立つ個のあり方を誼った作品であると言えるのだ｡
ともあれ　『コインロッカ ･ーベイビーズ』　以降､村上は
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意味から言えば､村上にとってキューバの　｢音楽｣　や｢ダンス｣との接触は､自身の無意識に流れていた志向性の変化を自覚する契機であったとも言えるのだが､おそらく､『イピサ』　において発芽しキューバ発見によって骨肉化さ






さしくそうした作品として読者の前に吃立 ものである｡村上自身が｢キュ バ 音楽とダンスは'(略)　わ し自身の中でベルリンの壁やソ連の崩壊に重なっていた｡わ
しはキューバの音楽とダンスに､世界の現実と歴史を見ていたような気がする｣　(｢寓話としての短編｣　『村上龍自選小説集3　-　寓話としての短編』)　と言うように､彼がキューバ発見に前後するかたちで獲得した｢淘汰と融合の進化論的プロセス｣は､(冷戦終結)　やその後の　(グローバル化)という世界の流れにある意味で対応するも であるように思われる｡これらの作品において村上は'ある時は　(淘汰)という側面を強 押し出しつつ､またある時は(融合)　の面を前景化させながら､自身の思い描-(理想




























世保-東京-福生)｣　では､大学受験のため上京した村上龍の自伝的小説であるこの作品を分析する｡そして村上が､東京という都市が'佐世保とは違ってアメリカと日本の力関係が隠蔽され希薄化されている場であることに失望 ､それにかわる場所として米軍機臼基地に隣接する｢基地の街｣福生を発見したこ ､そしてそこに佐世保との多く共通点を兄いだし､さらにその福生 住む と よ て'そこが第二の　｢原風景｣として 役割を果たしたこ などを指摘している｡
第三節｢『限-な-透明に近いブルー』　における　『基地







は'『コインロッカ ･ーベイビーズ』で駅のコインロッカーに赤ん坊を棄てた母親像を分析している｡ここではさまざまな論評を取り上げて､日本ではこの時期に'父親像が希薄になったことで母子関係が濃密になり､7万で母親が子供の管理者としての権力を増した'という とを論じている｡そして､捨て子を受容した都市は母のメタファーであ-'村上がこの作品で'都市を母胎としてのトポス提出している､というこ を指摘している｡
第二節｢『限りな-透明に近いブルー』　に観る　『母探し




に見る『母殺し』-『制度の破壊』｣では､コインロッカーに棄てられ'養父母に育てられた二人の少年のひとりであるキクが､テレビで対面させられた母親を殺してしまったことの意味を分析している｡そしてこの母殺しは'突然に生じた母親との一体感に対す 拒否の感情から起こったものであり､それは嫌悪すべき制度 の一体 につながるものだと指摘している｡
第四節｢『コインロッカ ･ーベイビーズ』　におけるハシ
に見る　『母探し』　-『身体の発見』｣　では､この小説でコインロッカーに棄てられ もうひと-の少年 あるハシが､実の母親を探すために'九州の養父母 もとから家出 '東京で生活するよう なった ｡論者は'ここでの母のイメージは､幼い頃に心臓の鼓動の音を聞かされることで､母体内の胎児期を追体験して精神的な安定を得たハシが､身体的な意味での母親を追求したものだとする｡
この第二章では､東京というトポスが､母胎の メージ









象徴としての　｢スーパーマン｣的な性格をもちながらも､地球上で何も実現できずに衰弱していく様相を描いているとする｡この作品が､ハリウッドやブロードウェイ 意識したミュージカルとして構成されている点にも､アメリカの繁栄への批評が含まれ いると見るのである｡また村上は､長編小説　『愛と幻想のファシズム』　では日本的な国家主義の台頭を描いたが､これらの八〇年代作品は､映画も小説も､まった-ヒットせず､評価さ ることもないという失敗に終わ た｡これを論者は'村上が日本の繁栄を過信したこと 原因すると見て ｡
第四節｢前段階『キューバ発見前史』としての『イピサ』
-『混血　(クレオール)』　的主体 と繋 る　『わたし』　のあり方｣　では'村上が九〇年代にキューバを何度も訪れ､最初はその音楽に､そしてしだい その社会や歴史や生活に感銘･心酔していく様相を解明している｡村上がそ から学んだの ､旧植民地国家の異文化摂取状況であり'原型としての日本の　｢基地の街｣が展開 て く方向で 一つの選択肢であったとして､クレオール的な文化 様相を描-小説『イピサ』　を評価している｡
第五節｢『KYOKO』　に観る　『アメリカの相対化亡　で
は'小説Fシボネイ』　『キョウコ』､映画　『KYOKO』､そのノベライゼーションである小説 KYOKO』　という､微妙に違うがテーマ的に一貫している四つ 作品 言及し
ている｡共通する主人公であるキョウコは､少女の時に｢基地の街｣　で､亡命キューバ人であるアメリカ兵士にキュー バのダンスを教わり､成長してプロのダンサー に
なった女性であ ｡彼女がアメリカに行ってその兵士を訪ねたところ､彼は重症のエイズに冒されており'彼女 治療のために彼を連れてアメリカを縦断する｡ここには　｢基地の街｣を原型とするクレオール状況が､アメリカという国に対置されており､アメリカの相対化 的確に行なわれていると論じている｡
この第三章では'佐世保､福生､東京を措くことから､














期作品に描かれる　｢基地 街｣　の風景が､その後の村上作品の全体を支配する　｢原風景｣として存在し れがアメリカとの緊張関係の描出や､｢母胎｣のテーマや､クレオールの評価などのモチーフに発展していったこと､そして仮想空間の提出に伴って　｢融合｣ のイメージが加えられ'ユートピアとして トポスが碇出されたことなどを 初期から現在に至る主要 作品に即して'詳しく分析･究明ようとするものであった 考えられる｡
こうした論者の意図は､本論文において'徹底した作品
分析と同時代評の分析'論点の斬新さと一貫性､そ 明確な文章表現などによって 優れた論考となりえたと評価し､つる｡
結論として､本論文は､学位論文として適正かつ優秀な
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78　ものと判断される｡
以上が､審査報告である｡
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